


　糖尿病に関して大きな問題は糖尿病がその他の
病気の危険因子となることです。特に糖尿病が癌
の危険因子であり糖尿病患者の死亡原因の一位と
なっていることは注意を要します。最近の報告で
は糖尿病と肝臓癌、膵癌、子宮体癌の発症増加が報
告されており、膵臓癌において死亡増加の因果関
係が強く示唆されています。
　現在、医学の進歩により多くの癌は根治される
こととなりましたが、膵癌は発症する数も膵癌に
よる死亡者数も未だ上昇傾向にあります。癌の中
で肺癌、大腸癌に次いで3番目、年間約30,000人が
膵癌で死亡しています。膵癌は未だに診断、治療に
課題を多く抱えている癌です（表Ⅰ）。まず膵癌で
問題なのは早期診断が非常に難しいことが上げら
れます。

　膵癌は切除以外での根治は困難な癌なのです。
これは比較的症状が出にくい癌であり、残念なこ
とに発見時には手術による切除が不可能な状態で
あることが多い事が原因です。約8割の膵癌患者は
手術切除を行えず、薬による治療や放射線による
治療を行うこととなります。ただ、膵癌は20年ほど
前の5年生存率は10％にも達しないのが現実でし
たが、治療がここ数年で飛躍的に改善しつつある
ことは事実です、手術と薬の治療などを組み合わ
せることにより、手術後の5年生存率が5割に近い
報告も散見されるようになりました。１cm以下で
発見された場合の5年生存率が８割、1-2cmでの発
見で6割と早期で発見されればかなりの生命予後
が期待できるようになっています。
　膵癌治療においては早期発見、早期治療が非常
に重要です。早期癌を発見する上で、危険因子を持
った患者さんのスクリーニングは役に立つと考え
ます。膵癌にも統計学的に危険因子が明らかにな
ってきており、（表Ⅱ）のようなものが上げられま
す。特に糖尿病は肥満、膵炎、アルコール多飲など
を合併していることが多く、膵臓癌の注意を要す
る疾患です。
　膵癌の検査としては次のような検査が代表的な
ものです。
１.血液検査：膵癌患者で上昇してくるタンパク質
を調べます。

　膵癌患者の場合、CEA , CA 1 9 - 9 , S PAN -
1,DUPAN-2といったものが代表的です。ただ、こ
この数値が高ければ100％癌というわけではなく、
また高くなくても癌である場合もあり注意が必要
です
２.画像検査：（腹部超音波、CT,MRIなど）
1）腹部超音波検査：最も簡便で体の負担の少ない
検査です。ただ、肥満した患者には不向きであり、
小さな病変の検出率は比較的低い検査です。
2）CT検査：簡便な検査で肥満度の強い患者さんも
苦にしません。ただ、造影剤を使用しないと極端
に精度が落ちてしまうので、腎臓が悪い方は使
用が難しくなります。また、放射線被曝の問題も
あり頻回に検査を行うことはできません。
3）MRI検査：放射線被曝がないため、短期間に繰り
返し検査することが可能です。膵癌は膵管に異
常があることが非常に多く、膵管を低侵襲に描
出することができる有用な検査です。これらの
スクリーニングで膵癌が疑われた場合に追加の
検査（EUS、ERCP）などを追加します。
4）EUS：先端に超音波を備えた内視鏡を使い胃や
十二指腸などの消化管壁を越しに膵臓を調べる
画像検査法です。
5）ERCP：内視鏡を使って膵管に直接造影剤を入
れてレントゲン撮影することで膵管の形を詳し
く調べます。
　検査の侵襲は腹部超音波＜MRI=CT＜EUS＜
ERCPの順で大きくなります。スクリーニングと
しては年に1回の腹部超音波検査そして可能であ
ればMRIで膵管の形を観察するのが望ましいと考
えます。また、理由もなく急に血糖のコントロール
が悪くなったり体重が減少した場合は積極的に検
査を行うべきです。
　糖尿病は予防と生活習慣の改善がもちろん重要
ですが糖尿病に伴う合併疾患にも注意が必要です。
特に癌については早期発見が重要であることから
も適切にスクリーニング検査を受けるようお勧め
します。
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①「パ」…唇をはじくように 
②「タ」…舌先を上の前歯の裏につけるように 
③「カ」…舌の奥を上顎の奥につけるように 
④「ラ」…舌をまるめるように 
 
各発音 8回を 2セット行う。 

①口をすぼめる。 ②「イ～」と横に開く。 

（唇を中心とした）口の体操 

ほほを膨らませた後、すぼめるという動きを
数回する。（水はなくても OK） 

（唇と）ほほの体操 

パタカラ体操 

唾液腺マッサージ 

舌の体操（舌圧訓練） 

①舌を左のほほの内側に強く押しつける。 
②自分の指で、口の中の舌の先を、ほほの上か
ら押さえる。 
③それに抵抗するように、舌をほほの内側に、
ゆっくり 10回押しつける。 
④右のほほでも同じこと繰り返す。 

指数本を耳の前（上の奥歯
あたり）に当て、10回ほど
円を描くようにマッサージ
していく。 

顎のラインの内側のくぼみ
部分 3～4 か所を順に押し
ていく。目安は各ポイント
を 5回ほど。 

顎の中心あたりの柔らかい
部分に両手の親指を揃えて
当て、10回ほど上方向にゆ
っくり押し当てる。 
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